
 

    
 
 
 
 

耐震トンネル（構造）モデルの設定

地盤条件の設定
等価剛性算定条件の設定
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入力条件
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常時構造計算

常時の断面力
（修正慣用法）

常時応力度の判定セグメント条件
の変更

常時の設計によって
決まる設計断図

耐震設計必要性NOＥＮＤ

入
力
条
件
　
①
or
⑤
へ

①　セグメント条件の変更
or

⑤　リング継手条件の変更
　　　　 ［弾性ワッシャー等］

常時の設計

耐震の設計

※2　セグメント各部の応力度≦地震時の許容応力度（常時×1.5）

※3　セグメント各部の応力度≦地震時耐力
　　 コンクリートセグメントの場合、終局限界設計

※1　セグメント各部の応力度≦常時の許容応力度

　　 スチールセグメントの場合、引張強度or全塑性モーメント照査
(協会計算例の場合)
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OKOK
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レベル2地震動の設定

レベル2耐震計算応答変位法

縦断方向
断面力

常時の断面力
(36分割ﾌﾚｰﾑﾓﾃﾞﾙ)

横断方向地震時
増分断面力

(36分割ﾌﾚｰﾑﾓﾃﾞﾙ)

横断方向地震時
増分断面力
（修正慣用法）

断面力の重ね合せ

レベル2地震時断面力

セグメント条件
の変更

入
力
条
件
　
①
へ

縦断方向
応力度の判定

横断方向
応力度の判定

レベル2地震動によって
決まる設計断面

断面力の重畳
＋

断面力の補正

縦断方向検討 横断方向検討

フレーム解析法 修正慣用法
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レベル1地震動の設定

レベル1耐震計算応答変位法

縦断方向
断面力

常時の断面力
(36分割ﾌﾚｰﾑﾓﾃﾞﾙ)

横断方向地震時
増分断面力

(36分割ﾌﾚｰﾑﾓﾃﾞﾙ)

横断方向地震時
増分断面力
（修正慣用法）

断面力の重ね合せ

レベル1地震時断面力

セグメント条件
の変更

入
力
条
件
　
①
へ

縦断方向
応力度の判定

横断方向
応力度の判定

レベル1地震動によって
決まる設計断面

断面力の重畳
＋

断面力の補正

縦断方向検討横断方向検討

フレーム解析法修正慣用法

レベル2レベル1

④
地盤条件(耐震用)
表層地盤条件
基盤層深
平均せん断弾性波速度

⑤
リング継手条件
継手形状
弾性ワッシャーの有無
継手板モデル設定

③
各部材の許容応力度
セグメント
ボルト

②
土の諸元・上載荷重

(常時計算用)
土質定数
地盤反力係数
活荷重

①
セグメント条件
セグメント番号
セグメント形状
ボルトの種類
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